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1.　袖について実験を重 ねるうち，腕 が運動 により変

化す るこ とが認 めら れた。こ のこ とより種 々の運動 によ

る上肢 の各部位を測定し， 袖丈 と 袖 口寸法 の 関係を 求

め，これに より被服構成上 の決 め方を検討し た。



2.　基 準線 を腕 を自然に下垂させ，後論点と前厳点 の

幅中央A, 肘頭と肘嵩の半径の中心B, 尺骨茎突点 と僥

骨 茎突点の半径の中心Ｃとしてこ のＡ･B ・C を結び腕 の

中央線とした。 前肢点，肘冑,椀骨茎突点を結び内郭線，

次に後肢点，肘頭，尺骨茎突点を結び外郭線 とし た。肘

頭と肘高を結びこ の線を基準にして前腕 と上腕 の各 ３線

上に2  cm 間隔に標をつけ，こ の部位 の運動時 の 腕 の 太

さ，伸び の変化をｎ 項目 につい て測定し た。

3.　腕の太 さは,   3分袖 の位置 で（肘頭上方 約10cm ）

減少約2% 増大約7%,    5 分袖 の位 置で（肘頭上方約２

cm ）減少約1% 増 大約12%,    7 分袖の 位置で（肘頭下

方約8 ～10cm ） 減少なし 増大約6%, 長袖 の位置で（:尺

骨茎突点）殆 んど変化 がない。 よって1, 袖口幅を決め

る場合，増大 分を考慮 に入 れ，更 にゆるみ分量を加える

べきである。 2, 従来の３分・ ５分・ ７分袖の位置では

太 さの変化 がはげしい ので，あま り変化し ない他の位置

にき めた方 がよい。更 に3, 中央線・内郭線丈 の伸びは

あま りない が，外郭 線丈 の伸び の変化 ははげし いので丈

を決 める揚合，伸びについても考慮し な け れ ばなら な

v 。ヽ
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